






















































































































　データ ==〉 情報 ==〉 知識 ==〉 知恵
それぞれの概念の意味は、例えば文献７に斎藤氏によっ
て解説されている。人が外界から取り入れたデータを情
報として解釈し、知識（その人、および社会にとって体
系化された情報）さらに知恵（行動の際の意思決定の指
針）として構築していくことは、まさに学習行動の範疇
である。人の学習行動は、従来の教育学の分野だけでな
く、「情報の学」として知られる「環境情報学」でも研
究対象として取りあげられている。
　環境情報学の手法の特徴は、自然・社会・情報の世界
において、これらの世界と人とのつながり　―― ネッ
トワークを形作る多様な関連 ――　に着目して、人は
いかにして意識の内に体系化された情報、知識を構築し、
行動の指針となる知恵を修得していくかを分析し、検証
していることである。
　環境教育は、第３者から与えられる知識としてではな
く、相互に協調的な学習行動として体験し、評価しあう
ことができることに意義がある。地球環境、社会環境、
文化環境のいずれにおいても、自分たちの現在の生き方
が次の世代の人たちにかかわるからである。この関わり
に気づくことが、環境教育の出発点となる。子どもたち
が学校教育の場において学ぶ環境教育に、統合的な学習
を助ける情報学的な視点が望ましい。次節においてその
試案を述べる。
　３．環境教育の今後の動向
　環境教育のこれまでの動向は、例えば、国立環境研究
所環境情報センターの Web ページにある環境情報ガイ
ドの検索項目（８）から調べることができる。ここには、環
境分野の索引項目として、大気環境、水環境、土壌環境
を始めとする人間社会にとっての広い意味での生活環境
および地球環境に主眼が置かれている。環境行政の視点
から編集された環境情報ガイドであることがわかる。一
方、学校教育における環境教育を考える上で注目したい
のは、日本環境教育学会（９）の活動であり、環境教育の目
標と課題を「環境を統合的・全体論的にとらえ、体験的
に学習すること」に特色をおいている。単に物的な環境
だけでなく、人文・社会科学の諸分野・学際領域を含む
教育学・心理学・医学・人類学から芸術・スポーツまで
の多様な研究・教育実践を環境教育の範疇に入れている。
望むらくは、この範疇に、前述の情報学の領域を入れる
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ことが切望される。
　情報学と環境教育のかかわりとして、例えば環境情報
データベースや環境教育教材データベースのような、情
報学の一分野の「データベース」の領域でとらえられる
ことが多い。前述の環境情報ガイドの検索項目（８）にも、
「環境一般・全般」の中に環境関連データベースおよび
情報システムに関する事項があげられている。このよう
なかかわりかたも大切なものであるが、情報学は、従来
の工学的な側面ばかりでなく、最近は人に主体を置いた
人間情報学という人文的な分野へと研究領域を拡大して
きている。環境教育においても、単に物的な環境に目を
向けるのではなく、もう少し、人に主体を置いた視点に
立って検討を進めてはどうだろうか？学校教育現場にお
けるクラスルームのあり方や人と人とのあり方の問題も、
「人とまわりの世界」とのかかわりと見ることができ、
広い意味で環境教育の範疇である。これからの環境教育
のひろがりを考えるとき、このような人間情報学的な、
または環境情報学的な視点が不可欠である。
　子どもたちは、自律した意識を持つようになると、自
分たちが今日ある姿を内省し、次の世代に何を伝えるべ
きかを考えるようになる。自分たちは将来社会において
どのような役割を担うべきかを思案する。このような時
期に、環境情報学でいう総合知に裏付けされた環境教育
は様々な教科の中において進められるべきである。この
知識は、自主的に学習し、仲間に伝え、検証することで、
獲得される性格のものである。このような性質の学習に
は、人と人とのネットワークと、互いの知識を公開され
たデータベースとして共有することは、不可欠な要素で
ある。これらの要素は、情報ネットワークの整備や知識
データベースの開発などの情報分野の技術革新によって
整えられてきている。従来の問題指摘型の環境教育から、
自分たちの生き方に根ざした次世代志向型の環境教育を
遂行するのに適した新しい時代にさしかかったと言えよ
う。
　４．まとめ
　本学の環境教育実践研究センターの関連資料（１、２）
にあるように、学校教育における環境教育のあり方は自
分たちの住んでいる世界の〈基礎的知識〉、実践による
人としての〈感性〉、人・自然・社会・情報を一つの統
合した環境システムとしてとらえる〈総合知〉―― こ
の知識、感性、知性の３つの面を育成することにあると
言えよう。本センターは、この実践研究計画を具体化す
べく、３つの分野、環境教育基礎、実践、システムから
なっている。それぞれの活動方針は、本センターのパン
フレットに述べられており、インターネット上に EEC 
パンフレット（１０）として公開されている。これらの新設
された分野の活動計画は、着実に具体化されている。例
えば実践分野においては、その成果を伊澤たちは金華山
 SNC 論集第３集（１１）として報告している。伊澤たちの活
動には、自然観察を通して、自然の本質を学び理解する
感受性を育てると同時に､「人生にとって非常に大切な
こと」を学ぶ視点が込められている。この報告集で、人
としての生きる感性の大切さをマザー・テレサの生涯の
献身に言及しながら述べていることは、まさに、環境教
育において大切な「自分たちの生き方に根ざした次世代
志向型の環境教育」的視点を実践研究において具体化し
た事例といえる。また、基礎分野においては、学校教育
における環境教育を推進するために必要な環境の各種事
象と環境指標物質・生命などに関する総合的な認識を学
習するための教材開発を行っており、その成果は水中の
微小生物図鑑（別名、サーバー図鑑)（１２）やフレンドシッ
プ事業などとなって実現している。システム分野の活動
は､「学校教育における情報システム運用の遠隔支援の
あり方」として本年報に報告されている。この分野では、
情報ネットワークを人と人とのコミュニケーションの支
援ツールとして活用し、次世代志向型の環境教育の実現
を活動方針としており、その実現に向けて、協調型環境
学習知識データベースを対話型環境の元で構築するため
の能動型ソフトウェア群を開発している｡（追記参照）
この３分野の活動は、文献（１０）の page4 に図示され
ているように、互いに連携した形態をとる新しい環境教
育の実践をめざしている。
　これらの活動に見られるように､「人を育てる」とい
う学校教育におけるテーマを、自分たちの住む世界――
 自然、社会、文化を含めたトータルな環境としての世
界 ―― をどのようなものにしていくかを、人と環境と
の関わりにおいて考え行動して行くこととしてとらえる
ことができる。このような環境教育の捉え方は、子ども
たちの学習への動機付けとして生かされると考えられる。
今後、本センターを中心とした学内のメンバーは、地域
の教育機関の人たちとの協力関係をとりながら、ここに
提示した研究活動を学校教育の場に反映させるべく、研
鑽を積んでゆきたいと願っている。
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　最後に、本センターの設立に心血をそそぎ、メンバー
の活動に暖かい励ましをかけてくださっている青木守弘
センター長に心からの感謝を捧げたい。
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　補足：利用者参加型環境学習データベースの管理・運
用の概念　
　ユーザインターフェースを Web ブラウザに準拠した
ものとし、表示画面を Web ページのリンク集形式とす
る。以下、要求分析と、仕様設計を記す。
　１）要求分析
１-１） 学校教育の場で、教師用の参考資料とし
てインターネットの世界に公開されてい
る Web ページを活用したい。　
１-２） 子どもたちが、将来の進路、自分の適性、
生涯学習のテーマを考えるのに参考にな
る Web ページを教師が適切に指導できる
ように学習のためのリンク集を用意した
い。　
１-３） 子どもたちの発達段階に対する配慮がな
されている教科書等に準拠して１-１)、
１-２）に参考になる Web ページを教育
情報データベース化　
１-４） このデータベースは、一部の人が作るの
ではなく、学校教育にかかわる先生も参
加できる、エンドユーザ参加型としたい。
従って、授業教材として作成したものを
追加登録が可能。　
　２）仕様設計
　２－１）　　概念図
　　　　　　　[データ入力］〈---〉［入力データ処理、
　　　　　　　閲覧ファイル更新]
　　　　　　　―［閲覧］―［登録順のリンク集］
　　　　　　　｜　　　　　　［項目別のリンク集］
　２－２）　　登録／更新の際のデータの流れ
　　　　　　　[入力］==〉［処理］===〉［出力］
　　　　　　　生データファイル
　　　　　　　登録順のリンク集
　　　　　　　項目別のリンク集
